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ヤマトシロアリによるカミキリムシ幼虫食坑道の利用， 

およびカミキリムシ幼虫フラスのヤマトシロアリに対する誘引･摂食刺激性 

Utilization of cerambycid larval galleries by a termite, Reticulitermes speratus, and the attractive and 

phagostimulant activity of the cerambycid larval frass to the termite. 
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要旨：シロアリ類は他の木材穿孔性昆虫の食坑道をまれに利用することが知られ，カミキリムシのフラスを摂食するこ

とも確認されているが，詳細は未解明である。今回神奈川県下で，（１）スギ倒木におけるヒメスギカミキリ（Callidiellum 

rufipenne），および（２）ヒノキ間伐材におけるトゲヒゲトラカミキリ（Demonax transilis）の食坑道にヤマトシロアリ

（Reticulitermes speratus）が侵入しているのが確認された。カミキリムシ幼虫のフラスと未食害材木粉に対するヤマトシ

ロアリ職蟻の選好性を比較したところ，フラスは未食害木粉よりも有意に職蟻に好まれた。この選好性は，フラスに含

まれる誘引物質や摂食刺激物質の存在によるものと推察され，その候補として非共生性細菌類が生産した有機窒素分が

考えられた。そこで，フラスと未食害木粉に含まれる窒素(N)および炭素(C)の含有量を測定し，C/N 比を求めたところ，

フラスは未食害材と比べ窒素含有量が多くC/N 比が低かった。以上により，カミキリムシの穿孔により食坑道内で窒素

分の蓄積が生じており，ヤマトシロアリはカミキリムシ幼虫の食坑道内に侵入すると窒素分で富栄養化されたフラスを

まず利用し，続いて木部を穿孔するものと考えられた。 

キーワード：地下性シロアリ，ヒメスギカミキリ，トゲヒゲトラカミキリ 

 

Abstract: Termites are known to occasionally utilize galleries excavated by the other wood-boring insects, and to feed on 

cerambycid larval frass, but the detail about this phenomenon is not known. We have noticed incidences in which (１) larval galleries 

of Callidiellum rufipenne in Cryptomeria japonica log and (２) larval galleries of Demonax transilis in Chamaecyparis obtuse log 

were invaded by a termite, Reticulitermes speratus.  In a laboratory experiment, termite workers exhibited a preference of frass of 

these cerambycids to intact portions of sapwood.  This preference seemed to be attributed to the presence of attractant or 

phagostimulant, above all organic nitrogenous substances synthesized by the free-living bacteria.  Thus we measured the contents of 

carbon and nitrogen, as well as C/N ratio, of the above-mentioned frass and associated intact wood portions.  A higher nitrogen 

content value and a lower C/N ratio value of the frass than the associated intact wood were obtained.  This suggests that cerambycid 

boring activity into wood led to an accumulation of nitrogenous substances, and the termites utilize such nutritionally enriched frass 

immediately after invading cerambycid galleries, then excavate xylem tissue. 

Key words: subterranean termite, Callidiellum rufipenne, Demonax transilis  

 

Ⅰ はじめに 

シロアリが枯木や生木に侵入･穿孔する際に，他の木材

穿孔虫の食坑道や脱出坑を利用する場合が見られる。こう

いった現象は普遍的であると考えられるが，具体的な文献

記録は意外と少なく（５，８），他の目的での研究報告に

おいて付随的に述べられているものに留まっている。一方，

異なるグループの食材性甲虫が木材を消費する際に，先に

入植した昆虫に後から入植した昆虫が化学的に誘引され

るという事例も報告されている（１，２，７）。また，シ

ロアリは既存の坑道がある場合，その坑道をたどるという

報告がある（９，３，６）。 

今回，2012 年７月 14，15，21 日に神奈川県横浜市瀬谷

区において，ヒノキ間伐材の樹皮下および辺材部に見られ

たカミキリムシ科幼虫の食坑道にヤマトシロアリ

（Reticulitermes speratus）が侵入しているのが見出された。

このヒノキ間伐材を割材したところ，羽化脱出前と思われ
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たトゲヒゲトラカミキリ（Demonax transilis） 成虫が見出

された。さらに，2015 年３月 23 日に神奈川県藤沢市石川

において，スギ倒木の樹皮下に見られたカミキリムシ科幼

虫の食坑道に侵入するヤマトシロアリが見出された。この

スギ倒木を採取し，室温にて管理したところ，同年４中旬

までの間にヒメスギカミキリ（Callidiellum rufipenne）成虫

が７頭羽化脱出した。このことから，これら２種のカミキ

リムシとヤマトシロアリの間に関連性があることが予想

された。 

そこで，これら２種のカミキリムシ科幼虫のフラスに対

するヤマトシロアリの選好性を調べるため，フラスと未食

害部をヤマトシロアリ職蟻に同時に与える選択実験を行

なった。さらに，フラスと未食害部につき，炭素(C)および

窒素(N)の含有量を測定し，C/N比を求めた。 

 

Ⅱ 試料と方法 

１．ヤマトシロアリ職蟻によるヒメスギカミキリ幼虫の

フラスと未食害木粉の摂食選択実験 供試したヤマトシ

ロアリおよびヒメスギカミキリ幼虫のフラスと未食害部

は 2015年３月 23日に神奈川県藤沢市石川にてスギ倒木よ

り採取した。材から採取したフラスを 0.5mmメッシュのふ

るいに掛けた。また辺材最外層の未食害部を削り出し，

0.5mmメッシュのふるいに掛け，未食害木粉とした。両者

を同じ含水率条件で実験に供試するため，フラスの含水率

25.6%と未食害木粉の含水率 15.8%の差 9.8%を，イオン交

換水で未食害木粉に加えて，両者を同じ含水率とした。な

お，含水率の測定方法は JIS Z 2101: 2009によった。 

この実験に際し，３個の直径９cm プラスチックシャー

レを，３cmに切断した内径７mmのアクリル管で接続する

実験器具を作成した。各シャーレに海砂（粒径 300～

600μm；和光純薬工業製）を 16g ずつ敷き詰め，それぞれ

３mL のイオン交換水で加湿した。中央のシャーレには海

砂の上に何も置かず，一方のシャーレには海砂の上に未食

害木粉，他方のシャーレには海砂の上にフラスをそれぞれ

２g 敷いた。予め中央のシャーレのパイプ接続穴はシリコ

ン製の栓で塞ぎ，中央部シャーレにヤマトシロアリ職蟻 50

頭を投入した。60分間静置後，アクリル管の栓を同時に抜

き取り，シロアリの移動を可能にし，これを 25oC のイン

キュベータ内に 24 時間置いた。24 時間経過後，アクリル

管に同時に栓をし，各シャーレ内のシロアリの頭数を数え

た。この実験を 25回繰り返した。 

２．ヤマトシロアリ職蟻によるトゲヒゲトラカミキリ幼

虫フラスと未食害木粉の摂食選択実験 供試したヤマト

シロアリは2012年９月22日に東京都八王子市上川町にて

アカマツ倒木より採取した。トゲヒゲトラカミキリ幼虫フ

ラスと未食害部は，2012 年７月 14，15，21 日に神奈川県

横浜市瀬谷区にてヒノキ間伐材より採取した。フラスを材

から採取後，212μmメッシュのふるいに掛けた。また，辺

材の未食害部を木粉製造機で粉砕し，フラスと同様に

212μmメッシュのふるいに掛け，未食害木粉とした。 

実験に供試するフラスの量が僅少のため，前項とは異な

る方法で摂食選択実験を行った。すなわち，長さ６cm に

切断した直径５mm のアクリル管の片方開口部にシリコン

製の栓をしたものを２本用意し，一方に 0.1gのフラス，他

方に 0.1g の未食害木粉を詰めた。これを，２mL のイオン

交換水で加湿した海砂 15g を敷きつめた直径９cm のシャ

ーレ内に１本ずつ２cm の間隔をあけて平行に並べ，これ

にヤマトシロアリ職蟻 25 頭を投入した。シャーレ全体を

赤色セロファンで覆って遮光し，フラスを詰めたアクリル

管と未食害木粉を詰めたアクリル管へのシロアリの侵入

回数と摂食回数を目視観察で記録した。侵入回数はアクリ

ル管内にシロアリの全身が入った場合を１回とし，摂食回

数は，試料を大顎で齧った場合，大顎の開閉回数とは無関

係に１回とした。この観察を各シャーレにつき 60 分間行

った。実験は 30回繰り返した。 

３．フラスおよび未食害部の炭素(C)，窒素(N)の含有量

測定，およびC/N比の算出 ２種のカミキリ幼虫フラス

と未食害部につき，炭素(C)，窒素(N)の含有量を求め，こ

れよりC/N比を求めた。フラスと未食害木粉を，乾熱滅菌

機（160oC，１時間）で乾燥させたものを試料とし，炭素

窒素定量装置（スミグラフ NC-220F ；住化分析センター

社製）で炭素(C)，窒素(N)の含有量を求め，その商を C/N

比とした。 

 

Ⅲ 結果と考察 

１．ヤマトシロアリ職蟻によるヒメスギカミキリ幼虫フ

ラスと未食害木粉の摂食選択実験 フラスおよび未食害

木粉を敷いたシャーレ内に侵入したヤマトシロアリ職蟻

の個体数を図－１に示した。フラスの入ったシャーレが，

他の２つのシャーレよりも有意に好まれ （Mann-Whitney

のU検定，p < 0.05），ヤマトシロアリはヒメスギカミキリ

幼虫フラスを有意に選好していた。 

２．ヤマトシロアリ職蟻によるトゲヒゲトラカミキリ幼

虫フラスと未食害木粉の摂食選択実験 フラスおよび未

食害木粉を詰めたアクリル管に対するヤマトシロアリ職

蟻の侵入回数，および摂食回数の比較を図－２に示した。

フラスへの侵入回数，摂食回数ともに有意性が認められ

（Mann-Whitney U検定，p < 0.05），ヤマトシロアリはトゲ

ヒゲトラカミキリ幼虫フラスを有意に選好，摂食していた。 

３．フラスおよび未食害木粉の炭素(C)･窒素(N)含有量測
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定と C/N 比測定 ２種カミキリムシ幼虫フラスと，未食

害部の炭素(C)，窒素(N)の含有量，およびこれより求めた

C/N 比の値を表－１に示した。２種ともに，フラスは未食

害材より窒素含有量が多く，C/N比が低かった。 

４．総合考察 カミキリムシ幼虫フラスが隣接する未食

害辺材部よりもヤマトシロアリに好まれた。また，フラス

の窒素含有量が増加し，C/N 比が低下したことが明らかと

なった。これらの化学生態学的背景として，２種カミキリ

ムシ幼虫が食坑道内にフラスを産出した結果，恐らくは非

共生性細菌類の作用により有機窒素分の蓄積が進んだこ

と（10）が考えられた。シロアリは窒素含有量の多い餌を

好んで摂食する（４）。以上により，ヤマトシロアリはカ

ミキリムシ幼虫の食坑道内に侵入すると窒素分で富栄養

化されたフラスをまず利用し，続いて木部を穿孔すること

が考えられた。 
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測定対象 

スギ倒木 (n = 3)   ヒノキ倒木 (n = 2) 

(1)ヒメスギカミキリ
幼虫フラス 

(2)辺材最外層 
未食害部 

  
(3)トゲヒゲトラカミキリ

幼虫フラス 
(4)辺材未食害部 

炭素C(%) 54.42 57.12   49.81 47.45 

窒素N(%) 0.45 0.21   0.14 0.09 

C/N比 121.45 264.53   370.81 544.12 

図－１．ヤマトシロアリ職蟻 50 頭を(1)餌なしのシャーレからスタートし，これに直結した(2)スギ倒木の辺材最
外層の未食害部木粉を入れたシャーレと(3)同スギ倒木の樹皮下のヒメスギカミキリ幼虫のフラスを入れたシャー
レを選択させる実験における，24時間経過後の結果(25回繰り返しの平均値)．職蟻はヒメスギカミキリ幼虫のフ
ラスを有意に選好した(* Mann-WhitenyのU検定，p < 0.05) 

Fig. 1. Result of the choice test, after 24 hours with 25 replications, of 50 Reticulitermes speratus workers from a 

petri dish with no food (1) moving either to a connected petri dish containing powdered intact outer sapwood (2) or to 

a connected petri dish containing larval frass of Callidiellum rufipenne from the same Cryptomeria japonica log (3).  

The termite workers exhibited a significant choice to the C. rufipenne frass (3) (* Mann-Whiteny U test, p < 0.05) 

図－２．ヤマトシロアリ職蟻 25 頭を，(1)ヒノキ間伐材の辺材未食害木粉，および(2)トゲヒゲトラカミキリ幼虫フ
ラス，各 0.1ｇを詰めたアクリル管(長さ 6cm，直径 5mm)を選択させる実験における，１時間にわたる観察で見ら
れたアクリル管への侵入回数と摂食回数(いずれも 30 回の繰り返しの平均値)．職蟻はトゲヒゲトラカミキリのフラ
スへの選好性を，侵入回数および摂食回数の両方で示した(*Mann-Whiteny U検定， p < 0.05) 

Fig. 2. Frequencies of entrance and feeding, during one hour, of 25 Reticulitermes speratus workers into acrylic tubes 
(6 cm long, 5 mm in diameter) stuffed with 0.1 g of either powdered (1) intact sapwood or (2) larval frass of Demonax 
transilis from the same Chamaecyparis obtusa log.  The termite workers exhibited a significant choice to the tube 
with D. transilis frass (2) in terms of both entrance and feeding frequencies (*Mann-Whiteny U test p < 0.05) 

表－１．(1)スギ倒木から得られた樹皮下のヒメスギカミキリ幼虫フラスと(2)辺材最外層未食害部，(3)ヒノキ
倒木から得られた辺材部のトゲヒゲトラカミキリ幼虫フラスと(4)辺材未食害部の炭素含有量，窒素含有量，
C/N比(いずれも平均値) 

Tab 1. Carbon contents, nitrogen contents and C/N ratios (average) of (1) subcortical larval frass of Callidiellum 
rufipenne and (2) intact wood (both from the outermost sapwood of a Cryptomeria japonica log), and (3) larval frass 
of Demonax transilis and (4) intact wood (both from sapwood of a Chamaecyparis obtusa log) 


